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2. システム活用による効果
【紙面での受け渡し】

報酬請求

報酬請求

居宅介護支援事業所

介護サービス事業所

手書き
印刷

手書き
印刷

サービス提供票（実績）
（第6表、第7表）

サービス提供票(予定）
（第6表、第7表）
居宅サービス計画書
（第1表、第2表）

実績手入力
転記誤り確認

書面保管
目視での確認

手入力や報告書の目視確認など、

請求返戻などの事務負担も大きい。

手入力や報告書の目視確認など、
記載ミスが起こりやすい。

請求返戻などの事務負担も大きい。

【電子データでの連携】

報酬請求

報酬請求

居宅介護支援事業所

介護サービス事業所

サービス提供票（実績）
（第6表、第7表）

サービス提供票(予定）
（第6表、第7表）
居宅サービス計画書
（第1表、第2表）

ケアプランデータ連携システム

データ作成
送信

データ作成
送信

記載ミスを減らし、
事務負担を軽減できる。

返戻リスクの削減にもつながる。

システムによる
確認保管

標準仕様による
データ送受信
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【期待できる効果】
・記載時間の削減 ・データ管理による文書量削減
・転記誤りの削減 ・介護従業者の負担軽減

【効率化による相乗効果】
・利用者支援にかける時間増
・ケアの質の向上

ケアプランデータ連携システム　概略図
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